
省

令

告

示

平成™›年˜˜月š—日 金曜日 第œ šŸ号官 報

〇
宮
内
庁
告
示
第
十
一
号

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
三
日
、
皇
居
に
お
い
て
、

天
皇
誕
生
日
一
般
参
賀
を
次
の
と
お
り
行
う
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
三
十
日

宮
内
庁
長
官

風
岡

典
之

一

参
賀
者
は
、
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
同
十
一
時
二
十

分
ま
で
は
、
正
門
か
ら
参
入
し
、
宮
殿
東
庭
に
お
い
て

参
賀
の
上
、
坂
下
門
、
桔
梗
門
、
大
手
門
、
平
川
門
又

は
北
桔
橋
門
か
ら
退
出
す
る
。
ま
た
、
午
後
零
時
三
十

分
か
ら
同
三
時
三
十
分
ま
で
は
、坂
下
門
か
ら
参
入
し
、

宮
内
庁
庁
舎
前
の
特
設
記
帳
所
に
お
い
て
記
帳
の
上
、

桔
梗
門
、
大
手
門
、
平
川
門
又
は
北
桔
橋
門
か
ら
退
出

す
る
。

二

参
賀
者
の
資
格
に
制
限
は
な
く
、
服
装
は
任
意
と
す

る
。

〇

参
賀
行
事
を
妨
げ
、
又
は
他
に
危
害
若
し
く
は
迷
惑
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
者
は
、
参
入
で
き
な
い
。

住
所
岡
山
市
中
区
倉
田
2
9
6番
地
1
5

柳
奈
R
美
昭
和
5
0年
５
月
1
2日
生

住
所
横
浜
市
中
区
山
田
町
５
番
地
１

丁
美
紗
昭
和
5
7年
７
月
８
日
生

住
所
福
井
県
m
江
市
鳥
羽
１
丁
目
３
番
1
6号

朴
順
X
昭
和
2
8年
２
月
1
9日
生

住
所
福
岡
市
東
区
箱
崎
５
丁
目
1
1番
１
`
4
0
2号

李
政
慶
昭
和
5
0年

1
1月

1
7日
生

住
所
東
京
都
八
王
子
市
散
田
町
３
丁
目
2
1番

1
2号

沈
栄
淑
昭
和
3
6年
４
月
1
6日
生

住
所
長
野
県
下
伊
那
郡
天
龍
村
平
岡
1
3
7
6番
地
１

E
昌
書
昭
和
2
0年

1
2月

1
4日
生

李
玉
子
昭
和
2
3年
７
月
2
9日
生

住
所
長
野
県
茅
野
市
玉
川
8
8
4
1番
地
２

E
和
広
昭
和
5
3年
３
月
1
0日
生

住
所
山
口
県
下
関
市
清
末
鞍
馬
１
丁
目
９
番
1
2号

金
純
子
昭
和
4
9年
１
月
1
5日
生

住
所
山
口
県
下
関
市
上
田
中
町
７
丁
目
７
番

金
清
美
昭
和
5
7年
４
月
６
日
生

金
梨
温
平
成
2
1年
２
月
1
7日
生

住
所
奈
良
県
吉
野
郡
大
淀
町
大
字
土
田
2
2
5番
地
３

李
仙
伊
昭
和
1
6年
５
月
1
0日
生

李
直
美
昭
和
4
3年
３
月
１
日
生

住
所
宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
鶴
ケ
谷
７
丁
目
1
8番
地

1
0

ã
也
昭
和
4
9年
１
月
2
9日
生

住
所
愛
知
県
小
牧
市
大
字
東
田
中
2
2
0
3番
地
２

梁
貴
雄
昭
和
5
6年
７
月
2
1日
生

〇
法
務
省
令
第
四
十
三
号

法
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第

二
十
条
第
二
項
、
不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第

百
二
十
三
号
）
第
七
条
（
他
の
法
令
の
規
定
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
商
業
登
記
法
（
昭
和
三
十
八

年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
二
条
（
他
の
法
令
の
規
定
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
法

務
局
及
び
地
方
法
務
局
の
支
局
及
び
出
張
所
設
置
規
則
及

び
登
記
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
三
十
日

法
務
大
臣

滝

実

法
務
局
及
び
地
方
法
務
局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

置
規
則
及
び
登
記
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

第
一
条

法
務
局
及
び
地
方
法
務
局
の
支
局
及
び
出
張
所

設
置
規
則
（
平
成
十
三
年
法
務
省
令
第
十
二
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
岐
阜
地
方
法
務
局
の
部
同
地
方
法
務
局
の
款
同

地
方
法
務
局
の
項
管
轄
区
域
欄
中
「
岐
阜
市
」
を
「
岐関美

阜
市
市濃
市
」
に
改
め
、
同
款
関
出
張
所
の
項
を
削
る
。

第
二
条

登
記
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
法
務
府

令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
第
一
項
中「
、
八
幡
支
局
及
び
関
出
張
所
」

を
「
及
び
八
幡
支
局
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
岐

阜
地
方
法
務
局
高
山
支
局
」
を
「
岐
阜
地
方
法
務
局
管

内
岐
阜
県
関
市
及
び
美
濃
市
に
属
す
る
地
域
内
の
登
記

事
務
（
商
業
登
記
の
事
務
を
除
く
。）並
び
に
同
地
方
法

務
局
高
山
支
局
」に
改
め
、「
夫
婦
財
産
契
約
登
記
及
び
」

を
削
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら

施
行
す
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
十
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九

号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年

総
務
省
告
示
第
二
十
八
号
に
よ
り
長
岡
市
に
編
入
す
る
区

域
と
し
て
告
示
さ
れ
た
区
域
の
属
す
べ
き
衆
議
院
小
選
挙

区
選
出
議
員
の
選
挙
区
を
、
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
三
十
日

総
務
大
臣

樽
床

伸
二

新
潟
県
第
五
区

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
十
一
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九

号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年

総
務
省
告
示
第
二
百
八
十
九
号
に
よ
り
宇
都
宮
市
に
編
入

す
る
区
域
と
し
て
告
示
さ
れ
た
区
域
の
属
す
べ
き
衆
議
院

小
選
挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
区
を
、次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
三
十
日

総
務
大
臣

樽
床

伸
二

栃
木
県
第
一
区

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
九
十
六
号

山
梨
県
甲
州
市
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
が
滅
失
し
た
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
三
十
日

法
務
大
臣

滝

実

山
梨
県
東
山
梨
郡
松
里
村
小
屋
敷
千
四
百
四
十
二
番
地

内
˚
佐
太
郎

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
九
十
七
号

和
歌
山
県
日
高
郡
由
良
町
役
場
保
存
の
次
の
除
籍
が
滅

失
し
た
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
三
十
日

法
務
大
臣

滝

実

和
歌
山
県
日
高
郡
由
良
町
大
字
畑
五
百
七
十
七
番
地

東
山
亀
次
郎

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
九
十
九
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
三
十
日

法
務
大
臣

滝

実

住
所
大
阪
市
浪
速
区
下
寺
３
丁
目
１
番
1
4
`
1
0
1
5号

劉
福
美
昭
和
5
6年
４
月
７
日
生

住
所
大
阪
市
生
野
区
生
野
東
３
丁
目
３
番
７
号

夫
萌
平
成
２
年
７
月
3
1日
生

住
所
大
阪
市
東
住
吉
区
西
今
川
２
丁
目
７
番
２
号

任
忠

昭
和
5
2年
１
月
1
7日
生

住
所
堺
市
南
区
和
田
東
9
1
1番
地
８

姜
Ÿ
英
昭
和
4
7年
５
月
１
日
生

住
所
大
阪
市
東
成
区
大
今
里
西
３
丁
目
1
5番

3
9号

金
起
弘
昭
和
5
7年
３
月
５
日
生

住
所
大
阪
府
茨
木
市
見
付
山
１
丁
目
７
番
1
9号

金
÷
愛
昭
和
5
4年
４
月
９
日
生

住
所
名
古
屋
市
北
区
大
野
町
５
丁
目
１
番
地
１

金
美
季
昭
和
5
3年
４
月
1
8日
生

住
所
愛
知
県
岡
崎
市
真
伝
町
字
吉
祥
5
3番
地
２

田
鎭
榮
昭
和
4
1年

1
0月

2
1日
生

住
所
岡
山
市
中
区
倉
田
2
9
6番
地
1
5

柳
幸
美
昭
和
4
6年
６
月
1
6日
生

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
九
十
八
号

不
動
産
登
記
規
則（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
十
八
号
）

第
三
十
六
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
項
第
二
号
並
び
に

第
百
九
十
三
条
第
五
項
第
二
号
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
令

及
び
他
の
省
令
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び

に
同
令
第
二
百
三
十
八
条
第
五
項
第
二
号
、
抵
当
証
券
法

施
行
細
則
（
昭
和
六
年
司
法
省
令
第
二
十
二
号
）
第
二
十

二
条
第
一
項
第
二
号
、
鉱
害
賠
償
登
録
規
則
（
昭
和
三
十

年
法
務
省
令
第
四
十
七
号
）
第
十
一
条
第
五
項
第
二
号
及

び
第
二
十
条
第
二
号
、
船
舶
登
記
規
則
（
平
成
十
七
年
法

務
省
令
第
二
十
七
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
第
二
号
及
び

第
四
十
五
条
第
五
項
第
二
号
、
農
業
用
動
産
抵
当
登
記
規

則
（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
六
条

第
五
項
第
二
号
並
び
に
建
設
機
械
登
記
規
則
（
平
成
十
七

年
法
務
省
令
第
三
十
号
）
第
三
十
一
条
第
五
項
第
二
号
の

規
定
に
基
づ
き
、
次
の
登
記
所
を
指
定
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
三
十
日

法
務
大
臣

滝

実

登

記

所

指
定
の
効
力
が
生
ず
る
日

登
記
事
務
委
任
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
平
成
二
十
二
年
法
務
省

令
第
二
十
九
号
）
の
規
定

に
よ
り
そ
の
商
業
登
記
の

事
務
（
岐
阜
地
方
法
務
局

関
出
張
所
の
管
轄
に
属
す

る
事
務
に
限
る
。）が
岐
阜

地
方
法
務
局
に
お
い
て
取

り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
当
該
法
人
の
申
請
又
は

請
求
が
あ
っ
た
場
合
の
岐

阜
地
方
法
務
局
美
濃
加
茂

支
局

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二

十
五
日

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
三
十
日
か
ら
施

行
す
る
。
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